
モノの移動

産業車両事業と自動車関連事業において有する強みを活かし、
ソリューション領域とモビリティ関連領域が重なり合う分野に
おいて、新たな価値を創出するシナジーを追求しています。具体
的には、モノづくりに関わる人材、思想、技術を相互に融合・結合
させることで、電動化やFC＊をはじめとする水素関連分野を基盤
とした次世代の商品開発を進めています。また、デジタル技術、
AI等を活用し、それらが生み出すシナジーを追求することで、
当社独自の新たな事業への進化をはかっていきます。
＊ ： FC＝燃料電池
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ソリューション領域
中長期的に物流量の拡大や人手不足・人件費高騰が課題となる中、荷物をより早く、より正確
に、より効率的に取り扱うニーズは今後も高まると考えられます。これに対し、当社はこれまでに
培ってきた経験はもとより、フォークリフトと物流ソリューションの両方を有する体制を活かすと
ともに、M&Aを含む外部との連携強化等を通じ、自動化をはじめとした先端技術に磨きをかけ、
高度化・複雑化する物流課題に対応していきます。

次世代R&D
他社連携/Ｍ＆Ａ
モノの移動を最適かつ効率的にする自動
化技術や先進環境技術をはじめ、物流
ソリューション事業のさらなる事業拡大、
価値向上のための次世代R&D、他社
連携/M&Aに積極的に投資

「モノが移動するすべての現場」への貢献に向け、
これまでの経験や技術を活用し、成長を加速

自動化技術・
サーキュラーエコノミー 等

電動化/FC関連
先端環境技術 等

モノと人の移動は今後ますますその
スタイルや価値観が変わり、従来と異
なるモビリティ社会が構築されると考え
られています。このような社会的変化に
対応し、当社はカーエアコン用コンプ
レッサーやカーエレクトロニクス分野に
おいて、長年培ってきたモノづくり力と
高度な開発力を活かし、高性能で信頼
性の高い製品を提供することで、自動車
メーカーをはじめとするお客様に貢献
していきます。

モビリティ関連領域 情報・データ

データ活用
脱炭素

環境負荷
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エネルギー
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当社は1926年の創業以来、繊維機械を基点に多角化を進めながら、カーエアコン用コンプレッサー事業を中心とする自動車関連事業と、フォークリフトと物流ソリューション事業を行う
産業車両事業を主力事業としてグローバルに展開してきました。また、戦略的なM&Aも活用しながら事業拡大を続け、それぞれの事業で強みを磨いてきました。今後の成長に向けては、
培ってきた強みをベースに、ソリューション、モビリティ関連、そしてソリューションとモビリティ関連のシナジーを成長領域と定め、さらなる発展を目指しています。

企業価値向上を実現する成長の方向性

企業価値向上に向けた取り組み 1

ソリューション、モビリティ関連、シナジーの領域で成長を目指す




